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COVID︲19が多方面に影響を与える日々が続いていま

す。“新しい生活スタイル”といえば綺麗な言葉に聞こえ

ますが，ヒトという生物にとっては非生理的な日常には

違いありません。人との距離をとる，触れてはだめ，大

きな声はだめ，会話は最小限に，そして，笑顔ではなく

マスクに覆われた顔に囲まれて過ごす毎日，幼い子ども

たちの心への影響が心配されます。

私たち，小児保健活動に携わる者たちは手を携えて，

子どもたちと向かい合い，心を支えていかなければなり

ません。感染防止とヒトという生物にとっての生理的な

日常生活のハーモニーがうまく奏でられる毎日を過ごし

たいものです。

第79巻第４号をお届けします。提言，視点，総説は，

いずれも長く児童虐待を取り巻く諸問題に取り組んでお

られる３名の先生にそれぞれの専門的な立場から，玉稿

をいただきました。今，このタイミングで是非，読破し

ていただきたいと思います。

６編の研究論文は，NICU 関係のものが２編，発達に

関わるものが２編，保育施設における安全管理に関する

ものが１編，そして小児がん化学療法中の食生活に関わ

るものが１編とバラエティに富んでいます。さらに報告

の２編，資料，症例報告も今日の小児保健に求められる

重要な情報を報じておられます。

Stay�home はやっと解除されましたが，当分時間の使

い方に工夫を凝らさなければならない日々が続くと思わ

れます。本号を隅から隅まで，目を通していただけたら

幸いです。

（小田　　慈）

編 集 後 記

Presented by Medical*Online




